
長野県水素利活用検討プロジェクトチームについて 

 

令和６年４月 

長野県産業労働部産業政策課 

 

１ 目的 

・カーボンニュートラルの実現に向け、水素の利活用は今後益々重要性を増

していくことが見込まれる。 

・現時点では輸入された水素の利活用が一般的になると見込まれており、内

陸県である長野県では、この点が普及のボトルネックとなることが懸念さ

れる。 

・将来的には水素利活用の環境が立地競争力の分水嶺となることも想定し、

長野県での水素利活用の課題解決に向け、関係者間で検討を行うべく、 

本プロジェクトチームを設置することとする。 

 

２ スケジュール及び議題（予定） 

４月 18日 第１回 

－ 長野県内における水素利活用の現状と課題（長野県） 

－ 国の動向（関東経済産業局） 

５月下旬 第２回 

－ 産業界からのプレゼンテーション 

７月 第３回 

－ 産業界からのプレゼンテーション 

－ 中間報告（案）（骨子）について（長野県） 

８月下旬 第４回 

－ 中間報告（案）（本文）について（長野県） 

秋頃 産業イノベーション推進本部会議（中間報告･推進方針について報告） 

 

３ メンバー 

 別紙のとおり 
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ご議論いただきたいこと（プロジェクトチーム会議の進め方）

⚫ 今後、国内のみならず世界的にも水素利活用のスピードが加速化することが見込まれ、こうした変化に
県内企業が対応していくため、あらゆる論点の漏れがないよう、検討を進めていくことが必要。

⚫ そのため、先ずは①水素利活用に関する県内企業のニーズやポテンシャルを調査しつつ、②国内外の動向
を注視し、内陸部においても持続可能性のある水素の供給体制等について、関係者へのヒアリングや委託
調査の成果を踏まえて課題を整理することとしたい。

⚫ その後、水素を軸に供給と利活用の両面で長野県が取るべき方策の方向性についてご議論いただき、今秋
を目途に中間報告を取りまとめたうえで、後年度における具体的な施策検討に移行する、という形で進め
ることとしたい。

今後の施策検討開始

水素利活用に向けた外部環境の動向や県内企業のニーズ把握
企業ヒアリングや委託調査事業の結果のフィードバック

水素利活用検討プロジェクトチーム会議での議論

中間報告取りまとめ（本年秋予定）


